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(57)【要約】
【課題】印刷シリンダー面に圧縮性クッション素子の取り付けを含む印刷シリンダー上の
レリーフ像印刷版の性能の改良方法。
【解決手段】レリーフ像印刷版と接触するクッション素子面は、レリーフ像印刷面がクッ
ション素子面上を自由に滑り、且つ印刷シリンダー上に定着させることができる低摩擦面
である。低摩擦面を有するクッション素子を使用することで、汚れを減らし、且つ印刷シ
リンダー上の印刷版の見当合わせが向上する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷シリンダー上のレリーフ像印刷版の性能の改良方法であって、
　前記方法が、
　ａ）印刷シリンダー面に圧縮性クッション素子を取り付ける工程であって、該クッショ
ン素子が、前記レリーフ像印刷版と接触する低摩擦面を含み、摩擦係数が０．６５未満で
ある工程、及び
　ｂ）前記圧縮性クッション素子の低摩擦面に前記レリーフ像印刷版を取り付ける工程、
を含み、前記クッション素子の低摩擦面により、前記レリーフ像印刷版が前記クッション
素子面上を滑り、且つ前記印刷シリンダー上に定着させることが可能なことを特徴とする
印刷シリンダー上のレリーフ像印刷版の性能の改良方法。
【請求項２】
　圧縮性クッション素子が、
　ａ）印刷シリンダー面に取り付け可能な接着層、並びに
　ｂ）エラストマー、ゴム、発泡体、及びこれらの１つ以上の組み合わせからなる群から
選択される材料を含み、且つ以下のいずれかの工程を含む方法により提供される低摩擦面
を有する圧縮層、
　ｉ）前記圧縮層に低摩擦添加剤を含ませる工程、及び
　ｉｉ）前記圧縮層に低摩擦添加剤を含む最上層を提供する工程、
を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　圧縮層に低摩擦面を提供するために、前記圧縮層が、該圧縮層中に分散された低摩擦添
加剤を含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　低摩擦添加剤を含む最上層が、圧縮層上に配置される請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　低摩擦添加剤が、有機シリコーン、シリコーンポリマー、シリコーン変性ウレタンアク
リレート、シリコーン界面活性剤、フルオロカーボン、シリコーンアクリレート、シリコ
ーンメタクリレート、フッ化アクリレート、フッ化メタクリレート、フルオロポリマー、
ワックス、シリカ、ガラスミクロスフェア、セラミックミクロスフェア、ポリマーミクロ
スフェア、及びこれらの１つ以上の組み合わせからなる群から選択される請求項２に記載
の方法。
【請求項６】
　低摩擦添加剤が、セラミックミクロスフェア、シリコーン変性ウレタンアクリレート、
及びこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの材料を含む請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　クッション素子の低摩擦面のすべり角が約３３度未満である請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　クッション素子の低摩擦面のすべり角が約３０度未満である請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　噴霧、ロール塗工、押出し、カーテン塗工、及びこれらの１つ以上の組み合わせからな
る群から選択される方法で、最上層がクッション素子のエラストマー層に塗布される請求
項４に記載の方法。
【請求項１０】
　最上層がその場で乾燥、熱硬化、又は紫外線硬化されることで、前記最上層が圧縮層に
強固に付着する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　クッション素子の弾性が、約１０％～約６５％である請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
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　レリーフ像印刷版と接触するクッション素子面が連続的である請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　フレキソ印刷版と接触するクッション素子面が、開放セルレリーフ及び長手方向突起の
いずれかを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　クッション素子が、約４０～約８０のショアＡデュロメータを有する請求項１に記載の
方法。
【請求項１５】
　レリーフ像印刷版が、金属基板層及び光重合層を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　レリーフ像印刷版の厚みが、約１２ミル～約１０７ミルである請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
　レリーフ像印刷版の合計厚みが、約２５ミル未満である請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　印刷シリンダーにレリーフ像印刷版の衝撃を緩和するために使用される低摩擦圧縮性ク
ッション素子であって、前記クッション素子が、
　ａ）前記印刷シリンダー面に付着可能な接着層、及び
　ｂ）エラストマー、ゴム、発泡体、及びこれらの１つ以上の組み合わせからなる群から
選択される材料を含み、且つ以下のいずれかの工程を含む方法によって提供される低摩擦
面を有する圧縮層、
　ｉ）前記圧縮層に低摩擦添加剤を含ませる工程、及び
　ｉｉ）前記圧縮層上に低摩擦添加剤を含む最上層を提供する工程、
を含み、
　前記低摩擦面の摩擦係数が０．６５未満であることを特徴とするクッション素子。
【請求項１９】
　圧縮層に低摩擦面を提供するために、前記圧縮層が該圧縮層中に分散された低摩擦添加
剤を有する請求項１７に記載の低摩擦圧縮性クッション素子。
【請求項２０】
　低摩擦添加剤を含む最上層が、圧縮層上に配置される請求項１７に記載の低摩擦圧縮性
クッション素子。
【請求項２１】
　低摩擦添加剤が、有機シリコーン、シリコーンポリマー、シリコーン変性ウレタンアク
リレート、シリコーン界面活性剤、フルオロカーボン、シリコーンアクリレート、シリコ
ーンメタクリレート、フッ化アクリレート、フッ化メタクリレート、フルオロポリマー、
ワックス、シリカ、ガラスミクロスフェア、セラミックミクロスフェア、ポリマーミクロ
スフェア、及びこれらの１つ以上の組み合わせからなる群から選択される請求項１７に記
載の低摩擦圧縮性クッション素子。
【請求項２２】
　低摩擦添加剤が、セラミックミクロスフェア、シリコーン変性ウレタンアクリレート、
及びこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの材料を含む請求項２１に
記載の低摩擦圧縮性クッション素子。
【請求項２３】
　クッション素子の低摩擦面のすべり角が、約３３度未満である請求項１７に記載の低摩
擦圧縮性クッション素子。
【請求項２４】
　クッション素子の低摩擦面のすべり角が、約３０度未満である請求項２３に記載の低摩
擦圧縮性クッション素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、フレキソ印刷版によって印刷する間の印刷シリンダーに対する画像レジスト
レーションの改良方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フレキソ印刷は、エラストマー又はゴム状レリーフ面を有する柔軟な基板を用いる印刷
プロセスに広く用いられる。フレキソ印刷版は、特に、段ボール、プラスチックフィルム
等の包装材料等の柔らかく容易に変形する表面への印刷に使用されることが知られている
。フレキソ印刷版は、１つ又は複数のエラストマーバインダー、１つ以上のモノマー及び
光開始剤を含む光重合性材料から調製できる。フレキソ印刷版の製造に使用される感光性
素子は、概して、支持体と剥離可能なカバーシート又は多層カバー素子との間に位置する
少なくとも１つの光重合性材料層を有する。化学線で像様露光する際に、露光領域におい
て、少なくとも１つの光重合層が重合し、露光された光重合性組成物を不溶化する。例え
ば、適切な溶媒を用いて、又はサーマルブロッティング（ｔｈｅｒｍａｌ　ｂｌｏｔｔｉ
ｎｇ）による現像によって、フレキソ印刷に使用できる印刷レリーフを残して、光重合層
の非露光領域が取り除かれる。
【０００３】
　現像後、印刷を行うために、レリーフ像印刷版は印刷シリンダーに取り付けられる。印
刷版が印刷シリンダーに取り付けられる場合、レリーフ像が適切に整列又は見当合わせさ
れるようにシリンダーに対して印刷版を高精度で取り付ける必要がある。完成品の画像が
ぼやけたり、重ならないように、印刷版のシリンダーへの取り付けは、正確な基準に従わ
なければならない。一色以上のインクが関係する場合、見当合わせが特に重要である。例
えば、印刷がフルカラーの場合、一般的に、各インクを有する印刷版が個別に４つある。
各印刷版は、それぞれ異なる被覆範囲を有し、それらはそれぞれ印刷される全体画像を形
成するのに寄与する。印刷版が適切に見当合わせされなければ、画像が不鮮明になる。
【０００４】
　これまで、包装材料の印刷において、フレキソ印刷版を印刷シリンダーに取り付けるに
は、一般的に「スティッキーバック」と言われる、両面に接着剤が被覆されているビニー
ルシートが使用されてきた。印刷版と印刷シリンダーとの間にスティッキーバックからな
る部分的な又は全体的な層を用いることで、印刷版が取り付けられる。しかしながら、こ
れらのビニールシートは、非圧縮性で薄く、カリパス内で変化する傾向がある。更に、印
刷版、印刷シリンダー、ギア、支持体、及び圧胴は、表面の平滑性、高さ、又は厚みの許
容範囲が変わりやすい。その様な不正確さによって、印刷プロセスで用いる圧力がより大
きくなってしまうが、圧力が増すと、フレキソ印刷版の圧力下で生じる降伏によって印刷
品質の低下を生じる可能性がある。印刷の汚れ、不正確なハーフトーンの再現（例えば、
文字及び画像の周りの楕円形のドッド又はハロー）等の好ましくない結果を生じることが
ある。光重合技術によって形成されたより薄い版の使用が増加しており、それが更に不均
一な材料を用いる印刷に関連して生じる問題を際立たせている。
【０００５】
　スティッキーバックシートの欠点を克服する取り組みにおいて、フレキソ印刷版の印刷
シリンダーへの取り付けに使用する裏材料、又はテープとして合成ポリマー発泡層が提案
されている。ポリマー発泡材料は、圧縮性であることで、印刷版、プレートシリンダー、
ギア、支持体、及び圧胴の厚み、又は表面高さの変化を補償するのに十分に衝撃を緩和す
る効果を有する。更に、発泡材料としては、印刷中に、迅速に且つ繰り返し元の寸法に戻
る十分な弾性を有するものが選択される。しかし、ポリマー発泡体が圧縮性や弾性を失う
ため、使用中にこれらのポリマー発泡材料が疲労して、元の寸法に戻らなくなる可能性が
ある。圧縮性の低下を補うため、他の圧縮性材料、例えば、エラストマー材料もまた使用
されてきた。更に、また、開放セル（即ち、例えば、特許文献１に記載の合計空隙率が４
０％を超える開放セル、その主題を参照することにより全体を本願に援用する。）又は、
長手方向突起（特許文献２及び３に記載され、その主題を参照することにより全体を本願
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に援用する）等の多様なレリーフ面を有するエラストマー材料の使用が提案されている。
【０００６】
　従って、クッション素子は、印刷中に、経時的な疲労が全く無いか、又は最小限で、圧
縮状態から元の寸法に迅速に且つ繰り返し戻る十分な弾性を有することが重要であること
が分かる。クッション素子は、また、印刷中に、印刷版、プレートシリンダー、ギア、基
板、及び圧胴の厚み、又は表面高さの変化を補償するために、十分に圧縮可能でなければ
ならない。しかしながら、特に金属で支持されたフレキソ印刷版による印刷中に汚れを減
らし及び画像レジストレーションを向上するクッション素子を提供するために更なる改良
が必要である。
【０００７】
　従って、先行技術の欠点を克服する改良されたクッション素子の提供が望まれている。
そのため、本発明の発明者等は、フレキソ印刷機、特に、金属で支持されたフレキソ印刷
版用に設計されたフレキソ印刷機に使用するクッション素子に直接低摩擦面を一体化する
ことで、有益な結果を得ることができることを見出した。
【０００８】
　本発明の改良されたプロセスは、印刷版自体を噴霧する必要がなく、印刷機の作業員を
揮発性薬品に曝すことがない。更に、本発明の改良されたプロセスは、版の裏側に高価な
被覆が必要ない。最後に、本発明の改良されたプロセスは、より薄い（且つ、より安価な
）印刷版の使用が可能となる。より薄い版を一緒に用いることで、また、本発明は、画像
形成された版の色調範囲を広げる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第５，８９４，７９９号明細書（Ｂａｒｔ等）
【特許文献２】米国特許第６，２４７，４０３号明細書（Ｒａｎｄａｚｚｏ）
【特許文献３】米国特許第６，６６６，１３８号明細書（Ｒａｎｄａｚｚｏ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、フレキソ印刷版、特に、金属支持されたフレキソ印刷版による印刷中
の汚れを減らす印刷シリンダー用クッション素子を提供する。
　本発明の他の目的は、金属支持されたフレキソ印刷版による印刷中の見当合わせを向上
する印刷シリンダー用のクッション素子を提供することである。
　本発明の他の目的は、より薄い印刷版に使用できるクッション素子を提供することであ
る。
　本発明の他の目的は、画像形成された印刷版の色調範囲を向上させることができるクッ
ション素子を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　よって、本発明は、概して、低摩擦面を含む印刷シリンダー用クッション素子、及び、
印刷シリンダーに対するレリーフ像印刷版の見当合わせを改良するクッション素子を使用
する方法に関し、前記方法は、
　ａ）印刷シリンダー面に、レリーフ像印刷版と接触するクッション素子面が低摩擦であ
る圧縮性クッション素子を取り付ける工程、及び
　ｂ）前記圧縮性クッション素子にレリーフ像印刷版を取り付ける工程
を含み、前記クッション素子の低摩擦面により、前記レリーフ像印刷版が前記クッション
素子面上を自由に滑り、且つ前記印刷シリンダー上に定着させることが可能である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、概して、金属支持版用に設計されたフレキソ印刷機に用いられるクッション



(6) JP 2011-513095 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

材に低摩擦面を一体化することに関する。上述の通り、クッション材は、圧縮特性が印刷
プロセスで生じる様々な機械的許容差を補償するので、フレキソ印刷に使用される。デュ
ロメーター、圧縮永久ひずみ、及び弾性等のクッション材の物性は、圧縮性に対して重要
である。
【００１３】
　本発明は、低摩擦面をクッション材に含ませることで、印刷版がクッション材面上を自
由に滑ることができる。これによって、圧縮機シリンダーの最適な位置に版が定着する能
力が促される。自由に動かない版は、平らに置かれない、及び／又は最適な位置が見つか
らないことが多い。平らに置かれない版は、非画像領域を汚し、また、誤った位置に版が
置かれると、画像レジストレーションが低下する。クッション素子は、印刷中に定位置に
印刷版を支持するために用いられる。版は、最終書類が、確実に見当合わせされ、且つで
きるだけ平らに置かれるために、容易に再配置可能である必要がある。
【００１４】
　本発明は、概して、印刷シリンダーに対するレリーフ像印刷版の見当合わせの改良方法
に関し、前記方法が、
　ａ）印刷シリンダー面に、レリーフ像印刷版と接触するクッション素子面が低摩擦であ
る圧縮性クッション素子を取り付ける工程、及び
　ｂ）前記圧縮性クッション素子の低摩擦面に前記レリーフ像印刷版を取り付ける工程
を含み、前記クッション素子の低摩擦面により、前記レリーフ像印刷版が前記クッション
素子面上を自由に滑り、且つ前記印刷シリンダー上に定着させることが可能である。
【００１５】
　本発明のプロセスに使用可能な低摩擦圧縮性クッション素子は、概して、以下のａ）及
びｂ）を含む。
　ａ）印刷シリンダー面に取り付け可能な接着層、並びに
　ｂ）エラストマー、ゴム、発泡体、及びこれらの１つ以上の組み合わせからなる群から
選択される材料を含み、且つ以下のいずれかの工程を含む方法により提供される低摩擦面
を有する圧縮層、
　ｉ）前記圧縮層に低摩擦添加剤を含ませる工程、及び
　ｉｉ）前記圧縮層に低摩擦添加剤を含む最上層を提供する工程。
【００１６】
　エラストマー材料は、室温状態において低圧下で変形可能で、且つ圧力を取り除くと元
の寸法に戻る材料である。開放セルのレリーフが材料に形成できるならば、どの様なエラ
ストマー材料でもクッション素子として好適に使用される。エラストマー材料としては、
天然及び合成加硫ゴム、並びに変性された高重合体等が挙げられる。適切なエラストマー
材料は、これらに限定されないが、ポリブタジエン；ポリイソプレン；ポリクロロプレン
；スチレン－ブタジエン共重合体、ニトリルゴム（例えば、アクリロニトリル－ブタジエ
ン共重合体）、エチレン－プロピレン共重合体、及びブチルゴム（例えば、イソブチレン
－イソプレン共重合体）等のオレフィン共重合体が挙げられる。熱可塑性のエラストマー
もクッション素子として好適に使用され、そのような熱可塑性エラストマーとしては、こ
れらに限定されないが、ポリスチレン－ポリブタジエン－ポリスチレン（ＳＢＳ）、ポリ
スチレン－ポリイソプレン－ポリスチレン（ＳＩＳ）、ポリスチレン－ポリ（エチレンブ
チレン）－ポリスチレン（ＳＥＢＳ）等のスチレン－ジエン－スチレンブロック共重合体
；熱可塑性ポリエステル及びポリウレタンエラストマー；熱可塑性ポリオレフィンゴム（
ポリオレフィン配合物）等が挙げられる。好適なエラストマーとして、また、クロロスル
ホン化ポリエチレン、ポリスルフィド、ポリアルキレンオキサイド、ポリホスファゼン、
アクリレート及びメタクリレートのエラストマーポリマー及び共重合体、及びビニルアセ
テート及びその部分水素化誘導体のエラストマー共重合体が挙げられる。
【００１７】
　クッション素子は、圧縮層用支持体も含み得る。支持体は、寸法安定的な金属、又はポ
リマーフィルム材料からなってもよい。一般的に、支持体は、支持体に対する圧縮層の付
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着を確実にする接着促進面又は接着層を有する。更に、支持体は、支持体と圧縮層との付
着を促進するために、火炎処理、又は電子処理で処理してもよい。
【００１８】
　上述のとおり、ａ）低摩擦添加剤を圧縮層に含有させる；又はｂ）低摩擦添加剤を含む
最上層を圧縮層に提供することで、低摩擦面を圧縮層に提供してもよい。
【００１９】
　低摩擦添加剤及び材料としては、例えば、有機シリコーン、シリコーンポリマー、シリ
コーン変性ウレタンアクリレート、シリコーン界面活性剤、シリコーンアクリレート、シ
リコーンメタクリレート、フッ化アクリレート、フッ化メタクリレート、フルオロカーボ
ン、フルオロポリマー、ワックス、シリカ、ガラスミクロスフェア、セラミックミクロス
フェア、及びポリマーミクロスフェア等が挙げられ、これらは単独で使用してもよく、又
は併用して使用してもよい。本発明の好適な実施形態において、低摩擦添加剤は、Ｚｅｅ
ｏｓｐｈｅｒｅ　Ｗ６１０、セラミックミクロスフェア（３Ｍ社）、及びＳＲ－９９０、
シリコーンウレタンアクリレート（サートマー社）である。これらの低摩擦添加剤は、ク
ッション材料の自然表面が、低摩擦となるか又はエラストマー層の表面に塗布される最上
層に使用されるように、クッション材料に直接（即ち、エラストマー、ゴム、又は発泡体
に直接）添加されてもよい。
【００２０】
　低摩擦添加剤を含む最上層として低摩擦面を設ける場合、最上層は、例えば、噴霧、ロ
ール塗工、押出し、カーテン塗工等の当業者に公知方法のいずれかでクッション材料に塗
布することができる。また、前記最上層は、下層のクッション材料に強固に付着する限り
、その場で乾燥されてもよく、又は、熱硬化、若しくは紫外線硬化されてもよい。
【００２１】
　本発明の低摩擦被覆は、改正されたＴＡＰＰＩ規格法Ｔ－８１５に基づいて、クッショ
ン素子のすべり角が、約３３度未満（摩擦係数（ＣＯＦ）＜０．６５）、好ましくは、約
３０度未満（ＣＯＦ＜０．５８）となるように選択される。すべり角の測定は、傾斜面に
付着させた金属印刷基板サンプル、及び摺動ブロックに取り付けた本発明のクッション材
を使用して行った。更に、本発明のクッション素子は、ショアＡデュロメーターが、約４
０～約８０（ＡＳＴＭ法Ｄ２２４０）であり、且つ、弾性が約１０％～約６５％（ＡＳＴ
Ｍ法Ｄ２６３２）である。
【００２２】
　クッション材面は、例えば、米国特許第５，８９４，７９９号明細書（Ｂａｒｔ等）に
記載されるように、連続しているか、若しくは開放セルレリーフからなり、又は、例えば
、米国特許第６，２４７，４０号明細書、及び米国特許第６，６６６，１３８号明細書（
Ｒａｎｄａｚｚｏ）に記載される長手方向突起からなり、その主題を参照することにより
全体を本願に援用する。他の表面構成もまた、本発明の実施に使用できる。突起が用いら
れる場合、クッション材は、突起がフレキソ印刷版の底部に係合するように取り付けられ
るか、又は、逆に、突起がプレートシリンダー面に係合するように取り付けられる。好ま
しくは、突起が印刷シリンダー面に係合され、フレキソ印刷版面に基本的に反転される。
しかしながら、どちらの構成においても、突条が、平行、又はドラム回転の円周方向に動
くように配置されることが重要である。
【００２３】
　本発明の改良されたクッション技術は、概して当該技術分野で公知であるような磁気錠
及び／又は機械錠によって押圧シリンダーに取り付けられる金属支持フレキソ印刷版と、
特に良好に連携するように設計される。金属基板は、光重合層に安定した基底構造を提供
することで、高温で加熱現像ができ、且つ印刷機に効果的に取り付けすることができる。
金属基板は、様々な金属、又は合金を含んでもよく、例えば、鋼鉄、ステンレス鋼、アル
ミニウム、ニッケル、銅、及びこれらの１つ以上の合金等が挙げられるが、これらに限定
されない。金属基板の厚みは、特定の用途に応じて決まるが、一般的に、約４ミル～約１
２ミルの範囲である。
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【００２４】
　金属支持フレキソレリーフ像印刷版は、概して、金属基板層、及び金属基板層に配置さ
れる１つ以上の光重合層を含む。保存及び取り扱い中に印刷素子を保護するために、光重
合層に除去可能なカバーシートが配置されてもよい。更に、厚みが約１２ミル～約１０７
ミルである印刷版が、本発明のクッション材と一緒に使用可能であるが、厚みの合計が約
２５ミル未満である版に対する有効性がより重要である。
【００２５】
　光重合層によって、所望の画像を形成することができ、且つ印刷面を提供する。光重合
層に使用される感光性ポリマーは、概して、バインダー、モノマー、光開始剤、及び他の
性能添加剤等を含む。本発明の実施に使用可能な感光性ポリマー組成物は、例えば、Ｒｏ
ｂｅｒｔｓ等の上記引例に記載される組成物に加えて、国際公開第２００５／０６２１２
６号パンフレット（Ｒｏｂｅｒｔｓ等）に記載されるものを含み、その主題を参照するこ
とにより全体を本願に援用する。バインダーとして、ポリスチレン－イソプレン－スチレ
ン、ポリスチレン－ブタジエン－スチレン、ポリウレタン、及び／又はチオレン系等の様
々な感光性ポリマーが好ましい。特に好ましいバインダーとしては、例えば、ポリスチレ
ン－イソプレン－スチレン、ポリスチレン－ブタジエン、スチレン、特にこれらの化合物
のブロック共重合体等が挙げられる。
【００２６】
　本発明の詳細な実施形態に関して記載したが、本発明は、本願明細書に記載された本発
明の概念から逸脱することなく、多くの変更、修正、及び変化が可能であることは明らか
である。従って、添付の請求の範囲の精神及び広範囲に当てはまる全ての変更、修正、変
化を包含することを意図する。本願明細書に引用された全ての特許出願、特許、及び他の
出版物は、参照することにより全体を本願に援用する。
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